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横浜とスコットランド自治政府と

の交流協力が本格スタート 

７月４日、スコットランド自治政

府のフィオナ・ヒスロップ文化・

観光・対外関係大臣が横浜を初訪

問しました。林市長とヒスロップ

大臣は、日本の自治体とスコット

ランド自治政府の間では初となる

交流協力共同声明を行いました。 

主な交流項目は、①文化・観光、

②海洋産業、③スポーツ、④大学

間交流の４分野。横浜とスコット

ランドは、ラグビーワールドカッ

プ 2019™、東京 2020 オリンピッ

ク・パラリンピックの好機をとら

え、また、フェスティバルや海洋

産業振興などの共通性を活かし、

双方の市民・若者の交流や企業同

士の連携を深め、スコットランド

と横浜の絆を更にゆるぎないもの

としていきます。 

 

また、ヒスロップ大臣は横浜市立

大学を訪問し、「International 

Ambition」をテーマに、スコット

ランドについて講演を行いまし

た。学生からは、Brexit（英国の

EU 離脱）からスコットランドの

豊かな自然景観にいたるまで、幅

広い質問が行われました。 

 

ヒスロップ大臣と横浜市立大学生 
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2019 年と 2020 年、横浜とスコ

ットランドの交流の絆は、より

一層深まります 

横浜市は、「ラグビーワールド

カップ 2019™」のスコットラン

ド代表の公認チームキャンプ地

に内定しております。また、

「東京 2020 オリンピック・パラ

リンピック」においてオリンピ

ック英国代表チームの事前キャ

ンプ地に正式決定しています。 

大規模スポーツイベントにおけ

るキャンプは、本番で最高のパ

フォーマンスを発揮するため

に、コンディション調整や準備

を行うものですが、スポーツを

通して開催国の人々と交流する

ことも大きな目的のひとつで

す。横浜市は、これからスコッ

トランドチーム・英国チームを

迎え入れる準備するとともに、

市内各所で市民の皆様との交流

イベントを展開していきます。 

横浜の中のスコットランドを知

っていますか？ 

横浜とスコットランドとの交流

は、ちょうど 150 年前、スコッ

トランド出身の技師リチャー

ド・ブラントン氏が横浜市役所

の横にある横浜公園や日本大通

りを設計するなど、横浜の発展

に大きな功績を残したことに始

まり、今日まで続いています。

同氏は、日本で多くの灯台を建

設し、「日本の灯台の父」と呼

ばれています。ブラントン氏の

存在なくして、いまの横浜のま

ちづくりは語れません。横浜公

園の中には同氏の胸像があるの

で、ぜひ探してみてください。 

 

また、山手にある横浜カントリ

ー＆アスレティッククラブ(YC

＆AC)は 1868(明治元)年にスコ

ットランド出身の若者を中心に

結成された横浜クリケットクラ

ブ(YCC)を前身とする会員制ス

ポーツクラブです。サッカーや

ラグビーなど、今の日本で人気

の高いスポーツの大半が、この

クラブによってその歴史をスタ

ートさせたと言っても過言では

ありません。  
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